
 

報道関係者 各位 

令和７年１１月２８日 

宗像市産業政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西日本最大級の陸上養殖「宗像サーモン」の出荷開始！ 

12月 6日（土） 道の駅むなかたで販売イベント 

 
宗像から世界へ！新たな未来の食を生み出すプロジェクトが本格稼働します。 

１２月６日（土）、道の駅むなかたで宗像陸上養殖株式会社が陸上養殖で育てたトラウ

トサーモンの店頭販売を開始します。当日は、それに伴い下記のとおりイベントを行います。

試食会や数量限定販売を実施し、新たな地産食材「宗像サーモン」の魅力を周知します。 

【「宗像サーモン」販売開始イベント 概要】   
日  時： １２月６日（土） １１：００～   
場  所： 道の駅むなかた（宗像市江口１１７２）   
出席者： 宗像陸上養殖株式会社 取締役 小畠 健太 

宗像市長 伊豆 美沙子 
内  容： ①関係者挨拶 
        ②試食会・限定販売（道の駅店頭での刺身の試食提供など） 
※道の駅むなかたでは、当面の期間、毎週金・土・日曜日に数量限定で販売予定。 

《新たな地域ブランド「宗像サーモン」》 《陸上養殖のサーモン》 

【問い合わせ先】※ご取材いただける場合は、事前にご連絡ください 

宗像市産業政策課  担当：花田経久  TEL： ０９４０－３６－９０３９ 

【取組の趣旨】 
本取り組みは、食のまち宗像で、新たな地域ブランドの確立とサステナブルな産業の 
実現を目指す事業です。 
陸上養殖の「宗像サーモン」には以下のような特長があります。 
・ 輸入サーモンと比べ、格段に鮮度が良い 
・ 地下水を利用することで、アニサキスの寄生がない 
・ 魚病薬を使用しないデジタル管理により、安心・安全を確保 
・ 年間５００トンの生産を予定し、季節を問わない安定的な供給が可能 

【同社の事業概要】 
本市に新設された同社の養殖施設は、閉鎖循環式システムを採用した生産規模が西日
本最大級のサーモン陸上養殖場。海に頼らず育てる陸上養殖は、安定供給が可能で持続
性が高い次世代の水産業モデル。清潔に管理された水槽で育つ魚は、その質の高さが期
待されます。地域での販売に加え、今後は海外市場への販路拡大も視野に入れています。 


